
　

連
隊
は
、
令
和
五
年
二
月
二
十
四
日（
金
）、
天

童
温
泉
ほ
ほ
え
み
の
宿
滝
の
湯
に
お
い
て
、
四
年

振
り
に
連
隊
創
立
記
念
行
事
を
コ
ロ
ナ
の
状
況
を

か
ん
が
み
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
、
後
援
会
、
出
羽
協
力

企
業
及
び
防
衛
産
業
の
主
な
方
々
を
招
待
し
、
部

隊
・
隊
員
の
団
結
の
強
化
、
連
隊
協
力
団
体
等
と

の
連
携
強
化
及
び
信
頼
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
実
施
し
た
。

　

今
回
の
記
念
行
事
は
、実
施
内
容
を
縮
小
し
、連

隊
に
対
し
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
っ
た
二
名
、
一

社
の
方
々
に
連
隊
長
感
謝
状
の
贈
呈
と
連
隊
協
力

団
体
等
の
参
加
者
と
の
記
念
会
食
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
後
援
会
の
協
力
を
得
て
特
別
講
演
会
を

実
施
し
、
講
師
は
岡
部
俊
哉
氏
、
テ
ー
マ
は『
我

が
国
の
安
全
保
障
』で
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
疑
の
時
間
で
は
部
内
外
問
わ
ず
積
極
的
な
質
問

に
よ
り
、
よ
り
詳
し
く
、
理
解
し
や
す
い
説
明
で

記
憶
に
残
る
講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
創
立
記
念
行
事
は
縮
小
し
て
実
施
し

ま
し
た
が
、
次
回
の
行
事
は
工
夫
を
凝
ら
し
、
連

隊
協
力
団
体
の
皆
様
に
連
隊
の
勇
姿
を
披
露
し
、

さ
ら
な
る
連
携
強
化
が
で
き
る
内
容
で
計
画
を
進

め
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記 念 行 事記 念 行 事

連隊長感謝状受賞者紹介連隊長感謝状受賞者紹介

　連隊創立三十三周年を記念し、Ｔシャツを作成しました。
　Ｔシャツは、連隊長がデザインし、ＯＤ色、カーキ色の二色で作
成し、記念会食に参加された連隊協力団体等の方へカーキ色のＴシャ
ツを記念品としてお配りしました。なお、隊員は希望するＴシャツ
を購入しました。

連
隊
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　

溝
越　

秀
二　

様

連
隊
後
援
会（
峰
三
会
）

　
　
　
　
　
　

髙
橋
紀
美
子　

様

出
羽
協
力
企
業

　
　
　
　

㈱
ユ
タ
カ
ホ
ー
ム　

様

連
隊
創
立

連
隊
創
立

三
十
三
周
年
記
念
品

三
十
三
周
年
記
念
品

連隊創立 33周年

【記念会食】【記念会食】
【岡部俊哉氏による特別講演会】【岡部俊哉氏による特別講演会】
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連隊長要望事項
・組織力の結集
・仲間を尊重し、家族を大切に

２ページ
　・新着任本部付隊長紹介
　・新着任補給隊長紹介
　・連隊初級らっぱ集合訓練

３ページ
 　 ・令和４年度冬季戦技競技会
 　 ・令和４年度連隊小火器射撃競技会
 　 ・私の趣味
 　 ・私の家族

４ページ
 　 ・12 月異動転出入者紹介
 　 ・３月異動転出入者紹介
 　 ・任官者紹介
 　 ・令和５年１月１日付昇任者紹介
 　 ・令和４年度師団優秀隊員紹介
 　 ・令和４年度第４四半期退官者紹介
 　 ・OB 会だより
 　 ・広報だより
 　 ・RADIO MONSTERに出演！
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ホームページはこちらから

第６後方支援連隊ホームページアドレス　https：//ｗｗｗ.mod.go.jp/gsdf/neae/6d/unit_hp/6log_hp/index.html 第６後方支援連隊 検索



新
着
任
本
部
付
隊
長
紹
介

新
着
任
本
部
付
隊
長
紹
介

新
着
任
補
給
隊
長
紹
介

新
着
任
補
給
隊
長
紹
介

１等陸尉
北川　　悟

３等陸佐
堀　　俊祐

１等陸尉
吉野　広治

　

こ
の
度
、
本
部
付
隊
長
を
拝
命
し
ま
し

た
北
川
一
尉
で
す
。
着
任
に
あ
た
り
、
一

言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
部
付
隊
の
任
務
は
、
連
隊
本
部
の
支

援
及
び
連
隊
の
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
か

ら
、
連
隊
の
任
務
達
成
の
根
幹
が
本
部
付

隊
の
能
力
如
何
に
懸
か
っ
て
い
る
こ
と
を

深
く
認
識
し
、
隊
長
要
望
事
項
を
「
相
互

支
援
」及
び「
プ
ラ
ス
思
考
」と
し
ま
し
た
。

　
「
相
互
支
援
」
に
つ
い
て
は
、
隊
本
部
、

連
隊
本
部
班
及
び
通
信
小
隊
の
任
務
は
互

い
に
別
々
で
あ
り
、
各
々
だ
け
で
の
任
務

達
成
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
隊
本

部
を
支
え
る
と
い
う
強
い
意
識
の
も
と
、

互
い
に
「
協
力
＝
相
互
支
援
」
す
る
こ
と

で
、
強
靭
に
連
隊
の
隊
務
運
営
に
寄
与
で

き
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
プ
ラ
ス
思
考
」
は
、
有
事
に
備

え
日
々
訓
練
・
勤
務
に
精
励
し
て
い
ま
す

が
、
多
く
の
業
務
を
抱
え
、
ス
ト
レ
ス
が

か
か
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
隊
員

が
常
に
前
向
き
に
考
え
る
「
プ
ラ
ス
思
考
」

に
よ
り
、
精
神
的
に
余
裕
が
で
き
、
厳
し

い
任
務
を
確
実
に
遂
行
で
き
る
こ
と
を
期

待
し
て
、
要
望
し
ま
し
た
。

　

本
部
付
隊
長
と
し
て
、
互
い
に
助
け
合

い
、
明
る
く
前
向
き
な
部
隊
の
育
成
に
努

め
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
一
層
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
、
補
給
隊
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
堀
三
佐
で
す
。
前
職
は
陸
幕
需
品

室
で
燃
料
に
関
す
る
規
則
改
正
、
予
算

要
求
等
の
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し

た
。
今
回
、
人
生
初
の
指
揮
官
職
、
東

北
方
勤
務
で
す
。
公
私
と
も
に
新
た
な

経
験
を
積
む
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

補
給
隊
長
に
上
番
す
る
に
あ
た
り
、

「
責
任
感
」
と
「
思
い
や
り
」
を
要
望

事
項
と
し
ま
し
た
。
任
務
に
即
応
し
、

完
遂
す
る
た
め
に
は
強
い
「
責
任
感
」

が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、各
隊
員
が
、

「
思
い
や
り
」
を
も
っ
て
周
囲
の
人
に

接
し
て
い
く
こ
と
で
強
い
部
隊
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
温

泉
、
美
味
し
い
海
・
山
の
幸
等
、
東
北

で
の
生
活
を
満
喫
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

連
隊
は
令
和
五
年
一
月
十
一
日（
水
）

か
ら
同
年
三
月
十
日
（
金
）
ま
で
の
間
、

令
和
四
年
度
初
級
ら
っ
ぱ
集
合
訓
練

を
神
町
駐
屯
地
に
お
い
て
実
施
し
た
。

　

本
訓
練
は
第
二
整
備
大
隊
が
担

任
、
第
一
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
が

担
当
し
、
ら
っ
ぱ
手
と
し
て
必
要
な

知
識
及
び
特
技
を
修
得
さ
せ
る
と
と

も
に
、
当
該
特
技
に
必
要
な
資
質
を

養
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
訓
練
を

実
施
し
た
。
訓
練
実
施
に
当
た
り
、

被
教
育
者
の
四
名
は
、
吹
奏
楽
器
の

経
験
の
あ
る
助
教
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
と
に
基
礎
練
習
に
重
点
を
置
い
た

段
階
的
な
技
能
の
向
上
、
ど
の
よ
う

な
場
で
も
安
定
し
た
吹
奏
技
能
を
修

得
し
、
特
技
検
定
時
は
全
員
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

昨
年
十
二
月
着
任
以
降
、「
基

本
・
基
礎
の
確
行
」「
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
」
を
要

望
事
項
と
し
て
掲
げ
部
隊
及
び

隊
員
を
善
導
し
て
き
ま
し
た
が
、

短
い
上
番
期
間
で
あ
り
不
完
全

指
導
で
あ
っ
た
こ
と
は
反
省
し

て
い
ま
す
。
悪
し
き
習
慣
は
撤

廃
し
、
よ
い
施
策
は
継
続
し
精

強
な
部
隊
を
目
指
し
て
邁
進
す

る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
令
和
五
年
一
月
十
一
日
か

ら
三
月
十
日
ま
で
の
間
、
連
隊
初
級

ら
っ
ぱ
集
合
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
に
入
隊
し
て
か
ら
毎
日
の

よ
う
に
聞
い
て
い
る
ら
っ
ぱ
が
、
こ

ん
な
に
も
難
し
い
の
か
と
い
ざ
自
分

が
吹
い
て
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

 

最
初
は
音
を
出
す
こ
と
も
で
き
ず
、

不
安
で
し
た
が
、教
官
や
助
教
の
方
々

の
お
か
げ
で
少
し
ず
つ
上
達
し
て
い

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
本
教
育
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
、
部
隊
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
練
習
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ら
っ
ぱ
教
育
に
参
加
し
て
、
ら
っ
ぱ

の
必
要
性
と
難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

私
は
、
今
ま
で
ら
っ
ぱ
は
時
間
を

示
し
て
く
れ
る
も
の
だ
と
し
か
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
教

育
を
通
し
て
、
ら
っ
ぱ
に
は
号
令
、

命
令
、警
報
の
伝
達
や
、士
気
の
高
揚
、

敬
意
を
表
す
る
等
の
意
味
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
時
間
を
示
す
だ

け
で
は
な
く
、
部
隊
を
動
か
す
大
事

な
伝
達
手
段
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
練
成
に
励
み
、
部
隊

に
貢
献
で
き
る
立
派
な
ら
っ
ぱ
手
と

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

離任 本部付隊長

３等陸佐
星野　晃一

　

令
和
三
年
八
月
に
補
給
隊
長

と
し
て
着
任
し
、
○
三
陸
演
、

連
隊
訓
練
検
閲
受
閲
等
、
充
実

し
た
一
年
八
ヶ
月
で
し
た
。
こ

の
際
、
風
光
明
媚
な
山
形
県
で

勤
務
で
き
た
こ
と
、
人
と
し
て

の
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
る
隊
員

と
巡
り
会
え
た
こ
と
に
感
謝
致

し
ま
す
。

第1整備大隊
陸士長　菊地　未咲

衛生隊
陸士長　浅野　祥子

教
育
に
参
加
し
て

【
要
望
事
項
】『
責
任
感
』『
思
い
や
り
』

【
生
年
月
日
】昭
和
五
十
六
年
七
月
二
十
七
日

【
出　
　

身
】福
岡
県

【
期　
　

別
】Ｂ
Ｕ
１
０
４

【
趣　
　

味
】料
理

【
要
望
事
項
】「
相
互
支
援
」「
プ
ラ
ス
思
考
」

【
生
年
月
日
】昭
和
四
十
七
年
二
月
四
日

【
出　
　

身
】東
京
都

【
期　
　

別
】０
７
Ｂ
Ｍ
Ｉ

【
趣　
　

味
】温
泉
巡
り
、
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ

連隊初級らっぱ連隊初級らっぱ
集合訓練集合訓練

離　任

離　任

補 給 隊 長

本 部 付 隊 長
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全
自
衛
隊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
に
参
加
し
て　
　

本
部
付
隊　
三
曹　

川
村　
結
輝

　

北
海
道
東
千
歳
で
開
催
さ
れ
た
全
自
衛

隊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
中
学
生
の
部
活
動

か
ら
や
っ
て
い
て
今
で
も
東
根
市
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
、
駐
屯
地
ク
ラ
ブ
で
活
動

練
成
し
て
い
ま
す
。
全
自
衛
隊
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
会
は
陸
・
海
・
空
の
隊
員
が
集

ま
る
の
で
規
模
が
大
き
く
楽
し
い
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
今
回
全
自
衛
隊
の
レ
ベ
ル

を
知
り
、
そ
の
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
三

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
例
年
よ
り
も
出
場

人
数
が
少
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
試
合

が
で
き
る
喜
び
や
楽
し
さ
を
噛
み
締
め
な

が
ら
参
加
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
練

成
、
実
戦
を
重

ね
て
次
の
東
北

全
自
競
技
会
で

良
い
成
績
を
残

せ
る
よ
う
精
進

し
て
い
き
ま
す
。

我
が
家
の
三
兄
弟

第
二
整
備
大
隊 

三
曹　

梶
丸　
ゆ
か

　

令
和
四
年
十
二
月
十
一
日
に
第
三
子
「
絢

司
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
出
産
で
我

が
家
は
五
歳
、
二
歳
、
零
歳
の
三
兄
弟
と
夫

と
の
五
人
家
族
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

自
分
を
一
番
に
見
て
欲
し
い
で
あ
ろ
う
年
頃

に
三
人
目
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か

ど
う
か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
人
と
も

突
如
現
れ
た
新
生
児
に
興
味
津
々
、
生
後
二
ヶ

月
と
な
っ
た
今
も
変
わ
ら
ず
可
愛
が
っ
て
く

れ
て
い
て
安
心
し
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
騒

が
し
い
毎
日
で
兄
弟
喧
嘩
は
絶
え
ま
せ
ん
。
も

う
少
し
静
か
に
し
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
第
三
子
の
新
生
児
期
が

つ
い
先
日
終
わ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
こ
の
賑

や
か
さ
も
一
瞬
な
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。
改
め

て
子
ど
も
と
過

ご
す
時
間
の
大

切
さ
を
心
に
留

め
、
笑
顔
で
幸

せ
に
日
々
を
送

り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

連
隊
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
（
金
）
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
日
（
金
）
ま
で

の
間
、
令
和
四
年
度
連
隊
小
火
器
射
撃
競
技
会
を
実
施
し
た
。

　

本
競
技
会
は
、
各
大
隊
等
の
射
撃
練
成
を
促
進
し
、
連
隊
全
員
の
射
撃
検
定
合

格
及
び
射
撃
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。
各
大
隊
等
で
年
度
内
に
実

施
し
た
基
本
射
撃
上
級
検
定
に
よ
る
、
各
隊
員
の
最
良
の
点
数
で
部
隊
平
均
を
算

出
し
、
競
技
会
の
順
位
を
決
定
し
た
。

　

部
隊
の
部
に
お
い
て
は
、
輸
送
隊
が
昨
年
に
引
き
続
き
優
勝
し
二
連
覇
達
成
。

ま
た
、
個
人
の
部
に
お
い
て
は
衛
生
隊
、
龍
山
三
曹
が
優
勝
を
収
め
た
。

　

連
隊
は
令
和
五
年
二
月

十
七
日
（
金
）、
神
町
駐

屯
地
営
庭
に
お
い
て
、
令

和
四
年
度
連
隊
冬
季
戦
技

競
技
会
を
実
施
し
た
。

　

本
競
技
会
は
、
冬
季
戦

技
競
技
能
力
の
練
度
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
隊
員

の
士
気
高
揚
及
び
団
結
の

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
実
施
し
た
。

　

競
技
種
目
と
し
て
、
抽

選
選
手
に
よ
る
対
抗
リ

レ
ー
、
部
隊
長
指
定
選
手

に
よ
る
対
抗
リ
レ
ー
の
二

個
部
門
で
実
施
し
た
。
選

抜
さ
れ
た
各
選
手
は
日
頃

の
練
成
成
果
を
発
揮
す
る

と
と
も
に
、
各
部
隊
、
個

人
の
名
誉
を
か
け
て
営
庭

に
設
定
さ
れ
た
七
〇
〇
ｍ

の
コ
ー
ス
を
二
周
ず
つ
、

白
熱
し
た
応
援
の
中
、
激

走
し
た
。

　

結
果
、
部
隊
の
部
に
お

い
て
は
補
給
隊
が
優
勝
し

三
連
覇
、
個
人
の
部
に
お

い
て
は
抽
選
選
手
五
名
、

部
隊
長
指
定
選
手
五
名
が

そ
れ
ぞ
れ
区
間
賞
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
。

【部隊の部 優勝　輸送隊】【部隊の部 優勝　輸送隊】

令和４年度 連連隊隊小小火火器器射射撃撃競競技技会会

▼
部
隊
の
部

　
第
一
位
　
輸
送
隊

　
第
二
位
　
第
二
整
備
大
隊

　
第
三
位
　
第
一
整
備
大
隊

▼
個
人
の
部

　
第
一
位
　
衛
生
隊

　
　
　
　
　
三
曹
　
龍
山
　
達
彬

　
第
二
位
　
輸
送
隊

　
　
　
　
　
三
曹
　
関
谷
　
和
樹

　
第
三
位
　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
二
尉
　
小
笠
原
剛
久

　
第
四
位
　
補
給
隊

　
　
　
　
　
三
曹
　
中
堀
　
新
也

　
第
五
位
　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
三
曹
　
武
田
　
光
翔

表
　
彰

令和４年度 令和４年度 連隊連隊冬季冬季戦技競戦技競技会技会

補給隊補給隊
佐藤２曹佐藤２曹

【第５区】【第５区】

補給隊補給隊
市川１曹市川１曹

【第４区】【第４区】

衛生隊衛生隊
平清水士長平清水士長

【第３区】【第３区】

第１整備大隊第１整備大隊
霜村２曹霜村２曹

【第２区】【第２区】

補給隊補給隊
山口曹長山口曹長

【第１区】【第１区】

第１整備大隊第１整備大隊
布施２曹布施２曹

【第５区】【第５区】

補給隊補給隊
小野３曹小野３曹

【第４区】【第４区】

輸送隊輸送隊
村越２曹村越２曹

【第３区】【第３区】

補給隊補給隊
伊藤２尉伊藤２尉

【第２区】【第２区】

第２整備大隊第２整備大隊
本田曹長本田曹長

【第１区】【第１区】

私
の
趣
味

私
の
趣
味

総合優勝

抽選選手対抗リレー

部隊長指定選手対抗リレー

補給隊！

【緊張感漂う統裁官のスタート合図】【緊張感漂う統裁官のスタート合図】

【２整大、本部付隊第１区の熱戦】【２整大、本部付隊第１区の熱戦】

抽
選
選
手

抽
選
選
手  

区
間
賞

区
間
賞

部
隊
長
指
定
選
手

部
隊
長
指
定
選
手  

区
間
賞
区
間
賞

出　　　羽出　　　羽（3） 令和５年４月10日 第 97 号



令
和
五
年

令
和
五
年  

一
月
一
日
付
昇
任
者

一
月
一
日
付
昇
任
者

▼
連
隊
本
部
か
ら

　
三
佐
　
堀
井
　
大
輔
（
北
部
方
面
総
監
部
）

▼
第
二
整
備
大
隊
か
ら

　
二
尉
　
宮
川
　
　
進
　（
東
北
補
給
処
）

▼
連
隊
本
部
へ

　
三
佐
　
宇
賀
神
　
誠
（
補
給
統
制
本
部
）

▼
連
隊
本
部
か
ら

　
一
尉
　
吉
野
　
広
治
（
本
部
付
隊
）

▼
本
部
付
隊
か
ら

　
准
尉
　
三
浦
　
　
正
（
連
隊
本
部
）

　
一
曹
　
村
上
　
道
春
（
第
一
整
備
大
隊
）

▼
第
一
整
備
大
隊
か
ら

　
二
曹
　
髙
橋
　
　
健
（
本
部
付
隊
）

　
士
長
　
加
藤
　
朱
莉
（
本
部
付
隊
）

▼
連
隊
本
部
か
ら

　
一
尉
　
天
内
　
勇
介
（
補
給
統
制
本
部
）

　
一
尉
　
山
中
　
淳
一
（
第
一
一
七
教
育
大
隊
）

　
二
尉
　
松
永
　
啓
吾
（
衛
生
教
導
隊
）

　
二
尉
　
町
島
　
直
樹
（
補
給
統
制
本
部
）

▼
本
部
付
隊
か
ら

　
二
曹
　
山
本
　
綾
子
（
第
六
師
団
司
令
部
付
隊
）

▼
第
一
整
備
大
隊
か
ら

　
一
尉
　
平
柳
　
進
吾
（
第
六
特
殊
武
器
防
護
隊
）

　
三
尉
　
野
々
村
奎
吾
（
防
衛
大
学
校
付
）

　
曹
長
　
菅
原
　
　
潤
（
第
十
一
後
方
支
援
隊
）

　
二
曹
　
栁
町
　
忠
孝
（
第
六
師
団
司
令
部
付
隊
）

　
二
曹
　
會
田
　
　
健
（
第
十
後
方
支
援
連
隊
）

　
二
曹
　
布
施
　
佑
一
（
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
三
曹
　
髙
原
　
裕
也
（
第
十
後
方
支
援
連
隊
）

▼
第
二
整
備
大
隊
か
ら

　
一
尉
　
大
久
保
　
憲
（
武
器
学
校
付
）

　
一
尉
　
齊
藤
　
和
典
（
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
一
尉
　
村
山
　
敦
規
（
第
十
二
後
方
支
援
隊
）

　
一
尉
　
佐
伯
　
義
文
（
武
器
学
校
）

　
三
尉
　
斉
藤
　
　
尚
（
第
九
後
方
支
援
連
隊
）

　
一
曹
　
鈴
木
　
　
一
（
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
二
曹
　
佐
藤
　
鉄
也
（
東
北
方
面
総
監
部
付
隊
）

　
二
曹
　
吉
野
　
雅
之
（
第
五
後
方
支
援
隊
）

　
三
曹
　
渡
辺
　
義
将
（
東
北
方
面
警
務
隊
）

　
三
曹
　
佐
藤
　
直
樹
（
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
三
曹
　
髙
原
　
隆
司
（
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
三
曹
　
須
貝
俊
太
朗
（
奄
美
警
備
隊
）

　
三
曹
　
亀
井
　
琢
矢
（
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
三
曹
　
熊
谷
　
青
紀
（
第
二
後
方
支
援
連
隊
）

▼
補
給
隊
か
ら

　
三
佐
　
星
野
　
晃
一
（
第
十
二
後
方
支
援
隊
）

　
二
尉
　
佐
藤
　
　
充
（
東
北
補
給
処
）

▼
輸
送
隊
か
ら

　
一
尉
　
青
木
　
慎
治
（
中
央
輸
送
隊
）

　
三
尉
　
後
藤
　
貴
徳
（
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
一
曹
　
石
堂
　
　
亮
（
第
三
後
方
支
援
隊
）

　
二
曹
　
田
名
部
龍
生
（
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

▼
衛
生
隊
か
ら

　
二
曹
　
木
村
　
正
行
（
第
三
十
八
普
通
科
連
隊
）

　
三
曹
　
皆
川
　
政
伸
（
第
十
三
後
方
支
援
隊
）

　
士
長
　
池
田
　
文
也
（
准
看
護
学
院
）

　
士
長
　
阿
部
　
義
史
（
准
看
護
学
院
）

　
士
長
　
常
泉
　
雄
介
（
准
看
護
学
院
）

▼
連
隊
本
部
へ

　
三
佐
　
下
山
田
哲
也
（
東
北
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
一
尉
　
鈴
木
　
英
樹
（
東
北
方
面
後
方
支
援
隊
）

▼
本
部
付
隊
へ

　
曹
長
　
矢
口
　
栄
一
（
第
六
師
団
司
令
部
付
隊
）

▼
第
一
整
備
大
隊
へ

　
一
尉
　
小
橋
　
　
史
（
第
七
後
方
支
援
連
隊
）

　
三
尉
　
渡
辺
　
透
太
（
中
央
特
殊
武
器
防
護
隊
）

　
二
曹
　
今
野
　
　
至
（
第
六
特
殊
武
器
防
護
隊
）

　
二
曹
　
平
井
　
浩
文
（
第
十
一
後
方
支
援
隊
）

　
二
曹
　
沖
津
　
幸
紀
（
中
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
三
曹
　
岸
　
　
大
和
（
第
一
空
挺
団
）

　
三
曹
　
隈
元
　
　
航
（
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

▼
第
二
整
備
大
隊
へ

　
一
尉
　
髙
野
　
洋
平
（
第
三
師
団
司
令
部
）

　
一
尉
　
國
分
　
隆
弘
（
第
五
後
方
支
援
隊
）

　
二
尉
　
中
村
　
友
信
（
第
十
後
方
支
援
連
隊
）

　
三
尉
　
石
山
　
直
人
（
東
北
補
給
処
）

　
二
曹
　
高
坂
　
真
矢
（
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
二
曹
　
勝
村
　
　
学
（
第
七
後
方
支
援
連
隊
）

　
三
曹
　
岩
永
　
勇
気
（
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

▼
補
給
隊
へ

　
三
佐
　
堀
　
　
俊
祐
（
陸
上
幕
僚
監
部
装
備
計
画
部
）

　
三
曹
　
稲
本
　
裕
基
（
東
北
方
面
特
科
連
隊
）

▼
輸
送
隊
へ

　
一
尉
　
冨
岡
　
博
幸
（
第
七
後
方
支
援
連
隊
）

　
二
尉
　
増
田
　
善
之
（
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

▼
衛
生
隊
へ

　
二
尉
　
大
谷
　
真
優
（
仙
台
病
院
）

▼
連
隊
本
部
へ

　
一
尉
　
安
藤
　
祐
古
（
第
二
整
備
大
隊
）

　
一
尉
　
佐
々
木
　
豊
（
第
一
整
備
大
隊
）

　
一
尉
　
奥
村
　
　
純
（
第
二
整
備
大
隊
）

　
二
尉
　
福
士
　
健
一
（
第
一
整
備
大
隊
）

　
三
尉
　
長
坂
　
　
剛
（
第
一
整
備
大
隊
）

▼
本
部
付
隊
へ

　
一
尉
　
北
川
　
　
悟
（
第
二
整
備
大
隊
）

　
二
曹
　
嘉
村
　
拓
実
（
補
給
隊
）

　
二
曹
　
川
見
　
　
嵐
（
補
給
隊
）

　
三
曹
　
加
藤
　
昭
彦
（
第
二
整
備
大
隊
）

　
三
曹
　
日
髙
　
隼
人
（
第
二
整
備
大
隊
）

▼
第
一
整
備
大
隊
へ

　
一
尉
　
神
倉
　
　
衛
（
連
隊
本
部
）

　
二
尉
　
江
下
　
栄
朗
（
連
隊
本
部
）

　
士
長
　
加
藤
　
朱
莉
（
本
部
付
隊
）

▼
第
二
整
備
大
隊

　
一
尉
　
伊
藤
　
顕
一
（
連
隊
本
部
）

　
二
曹
　
上
坂
　
翔
太
（
本
部
付
隊
）

▼
補
給
隊
へ

　
一
曹
　
佐
々
木
　
信
（
本
部
付
隊
）

　
三
曹
　
佐
藤
　
康
太
（
本
部
付
隊
）

▼
輸
送
隊
へ

　
三
曹
　
岸
　
　
一
樹
（
本
部
付
隊
）

▼
衛
生
隊

　
三
曹
　
石
上
　
涼
太
（
本
部
付
隊
）

▼
三
等
陸
尉
へ

　
第
一
整
備
大
隊
　
岡
﨑
　
敦
輝

　
　
　
　
　
　
　
　
鯛
津
　
浩
平

　
補
給
隊
　
　
　
　
宇
佐
　
伊
織

　
輸
送
隊
　
　
　
　
小
幡
　
竜
聖

　
衛
生
隊
　
　
　
　
杉
山
　
勝
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
一
日
付

　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
三
曹
　
山
口
　
雄
也

　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
三
曹
　
船
水
　
遥
陽

　
　
　
　
　
三
曹
　
高
橋
　
一
郎

十
二
月
定
期
異
動
転
出
者

十
二
月
定
期
異
動
転
出
者

三
月
定
期
異
動
転
入
者

三
月
定
期
異
動
転
入
者

三
月
連
隊
内
異
動
者

三
月
連
隊
内
異
動
者

十
二
月
連
隊
内
異
動
者

十
二
月
連
隊
内
異
動
者

三
月
定
期
異
動
転
出
者

三
月
定
期
異
動
転
出
者

十
二
月
定
期
異
動
転
入
者

十
二
月
定
期
異
動
転
入
者

　
令
和
五
年
二
月
三
日（
金
）ラ
ジ

オ
モ
ン
ス
タ
ー
『
自
衛
隊
百
科
』に
、

第
二
整
備
大
隊
第
一
普
通
科
直
接

支
援
中
隊
、
峯
田
隆
光
三
曹
が
出

演
し
、
自
衛
隊
生
徒
制
度
、
高
等

工
科
学
校
に
つ
い
て
話
し
、
自
衛

隊
の
広
報
を
実
施
し
た
。

　

自
衛
隊
百
科
は
、
毎
週
金
曜
日

十
七
時
十
五
分
か
ら
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
周
波
数
７
６
．
２
Ｍ
Ｈ
ｚ
も
し

く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の

サ
イ
マ
ル
ラ
ジ
オ
で
放
送
を
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
聞
い
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

RADIO MONSTERに出演！

　
前
年
度
は
四
年
ぶ
り
に
連
隊
創
立
記
念
行
事
を
開
催
し
皆
様
と
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
隊
員
一
同
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
行
動
制
限
さ

れ
て
三
年
が
過
ぎ
よ
う
や
く
制
限
の
緩
和
、マ
ス
ク
の
着
脱
が
個
人
の
判
断
と
な

る
な
ど
、以
前
の
よ
う
に
親
睦
を
深
め
ら
れ
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

　
広
報
班
は
、今
後
も
よ
り
良
い
広
報
紙
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
現
在
、
広
報
紙
発
刊
一
○
○
号
を
記
念
し
、『
出
羽
』の
歴
史
を
振
り
返
り
、
記

念
号
と
し
て
読
み
ご
た
え
の
あ
る
紙
面
構
成
に
な
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

広広
　　

報報    

だ
よ
り

だ
よ
り

Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り

▼
事
務
局
か
ら

　

Ｏ
Ｂ
会
定
期
総
会
及
び
懇
親
会
を
三

月
十
八
日（
土
）に
、
ご
案
内
の
と
お
り

実
施
で
き
ま
し
た
。
総
会
に
つ
い
て
は

二
十
四
名
、
概
ね
議
事
の
と
お
り
進
行
・

承
認
頂
き
ま
し
た
。
懇
親
会
は
、
連
隊
長

を
始
め
と
す
る
現
役
隊
員
の
方
々
十
四

名
、Ｏ
Ｂ
会
の
皆
さ
ん
二
十
五
名
合
わ
せ

三
十
九
名
の
ご
参
加
を
得
て
、有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
こ
れ
ま
で
の
実
施
事
項

　
一　
連
隊
創
立
三
十
三
周
年
記
念
行
事

（
二
月
二
十
四
日
）

　
二　
Ｏ
Ｂ
会
定
期
総
会
及
び
懇
親
会

（
三
月
十
八
日
）

　
三　
広
報
紙「
出
羽
」九
十
七
号
の
発
刊
・

発
送　
　
　
　
　
　
（
四
月
十
日
）

▼
連
隊
長
感
謝
状
受
賞

　
溝
越
秀
二（
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
長
）

▼
Ｏ
Ｂ
会
長
感
謝
状
贈
呈（
Ｏ
Ｂ
会
定
期
総
会
）

　
一　
水
戸
晴
彦
氏（
輸
送
庶
務
幹
事
）

　
二　
安
食　
智
氏（
衛
生
庶
務
幹
事
）

　
三　
原
田
賢
哉
氏（
連
隊
広
報
援
護
幹
部
）

　
『
多
大
な
貢
献
に
感
謝
し
ま
す
。』

▼
新
入
会
員（
総
会
資
料
以
外
）

　
一　
柴
田
雅
樹
氏（
武
器
隊
）

　
二　
星
野
晃
一
氏（
準
会
員 

前
補
給
隊
長
）

　
三　
星　
謙
輔
氏

　
　
　
（
連
隊
本
部 

前
連
隊
最
先
任
上
級
曹
長
）

　
『
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。』

▼
今
後
の
予
定

　
一　
広
報
紙「
出
羽
」九
十
八
号
の
発
刊
・

　
　
　
発
送　
　
　
　
　

  （
七
月
上
旬
）

　
二　
令
和
五
年
度
第
一
回
役
員
会

（
駐
屯
地
広
報
セ
ン
タ
ー
）

（
四
月
下
旬
）

▼
退
官
者（
総
会
資
料
以
外
）

　
一　
西
尾　
孝
広
氏（
本
部
付
隊
）

　
（
三
月
三
十
一
日
）

　
二　
佐
々
木
光
泰
氏（
武
器
隊
）（
同
）

　
三　
小
野　
　
智
氏（
武
器
隊
）（
同
）

　
四　
佐
藤　
　
進
氏（
補
給
隊
）（
同
）

令和４年度
第４四半期退官者

　
長
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
第
六
後
方
支
援
連
隊
隊
員
一
同

二
佐
　
　
五
十
嵐
晴
彦

三
佐
　
　
武
田
　
光
司

三
尉
　
　
菅
野
　
幹
雄

三
尉
　
　
星
　
　
謙
輔

准
尉
　
　
紺
野
　
紀
彰

准
尉
　
　
柏
村
　
嘉
彦

准
尉
　
　
柴
田
　
雅
樹

准
尉
　
　
赤
井
　
宏
樹

曹
長
　
　
奥
山
　
秀
一

曹
長
　
　
針
生
　
和
典

▼
二
等
陸
尉
へ

　
第
一
整
備
大
隊

　
　
　
名
和
　
康
二

▼
陸
曹
長
へ

　
第
一
整
備
大
隊

　
　
　
山
村
　
秀
伯

　
補
給
隊
　

　
　
　
山
口
　
　
誠

▼
一
等
陸
曹
へ

　
第
一
整
備
大
隊

　
　
　
藤
原
　
　
徹

　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
滝
田
　
賢
一

　
　
　
髙
橋
　
政
幸

　
　
　
三
瓶
　
哲
也

　
衛
生
隊
　

　
　
　
村
田
　
孝
之

▼
二
等
陸
曹
へ

　
本
部
付
隊

　
　
　
佐
藤
　
純
一

　
第
二
整
備
大
隊
　

　
　
　
伊
藤
　
　
峻

　
　
　
野
中
　
大
雅

　
輸
送
隊

　
　
　
羽
深
　
恭
平

　
　
　
村
越
　
健
吾

　
衛
生
隊

　
　
　
首
藤
　
征
司

▼
三
等
陸
曹
へ

　
第
一
整
備
大
隊

　
　
　
三
沢
　
友
樹

　
　
　
宍
戸
樹
里
直

　
　
　
久
保
田
功
一

　
　
　
畠
山
　
直
己

　
　
　
樋
口
夕
紀
子

　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
小
原
こ
こ
ろ

　
　
　
香
川
　
将
太

　
補
給
隊

　
　
　
峯
田
　
綾
香

　
　
　
齋
藤
　
千
尋

　
　
　
海
和
　
直
希

　
衛
生
隊

　
　
　
鈴
木
　
彪
斗

▼
陸
士
長
へ

　
第
一
整
備
大
隊

　
　
　
後
藤
　
芽
衣

　
　
　
長
岡
　
諒
虎

　
　
　
菊
地
　
未
咲

　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
蛯
名
龍
之
介

　
　
　
新
妻
　
息
吹

　
　
　
平
澤
　
莉
菜

　
補
給
隊

　
　
　
下
田
健
太
郎

　
　
　
髙
橋
　
　
円

　
輸
送
隊
　

　
　
　
大
友
　
偲
由

　
　
　
菅
　
　
安
奈

　
衛
生
隊

　
　
　
常
泉
　
雄
介

　
　
　
嶋
田
　
　
樹

　
　
　
多
田
　
　
琴

▼
一
等
陸
士
へ

　
本
部
付
隊

　
　
　
大
瀧
　
莉
々

　
第
一
整
備
大
隊

　
　
　
五
十
嵐
悠
太

　
　
　
草
野
　
瑠
希

　
　
　
鈴
木
　
寛
人

　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
佐
藤
　
花
奈

　
　
　
長
谷
川
希
空

　
　
　
千
葉
　
大
地

　
　
　
松
田
　
　
愛

　
補
給
隊

　
　
　
仲
野
　
泰
雅

　
　
　
田
中
　
　
凜

　
輸
送
隊
　

　
　
　
菅
原
亜
友
香

　
衛
生
隊
　

　
　
　
井
手
段
　
心

補
給
隊　
　

一
曹　

児
玉　

順
一

令
和
四
年
度
師
団
優
秀
隊
員

東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
及
び
永

年
に
わ
た
る
銃
剣
道
の
発
展
に
尽
力
し
た
功

績
に
よ
り
顕
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

幹
部
任
官
者

幹
部
任
官
者

ス
キ
ー
指
導
官
認
定
者

ス
キ
ー
指
導
官
認
定
者

格
闘
指
導
官
認
定
者

格
闘
指
導
官
認
定
者
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